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第 E部「帝国議会開設後の地域振興」は 3 章からなり、初期議会期の地域有力者の政治活動について
岩越線敷設運動を事例に検討している。第 4 章では、敷設運動が新潟方面での賛同を獲得するために、
自由党人脈だけでなく県知事・郡長・町村長といった行政ルートを利用するとともに、議会の通過のた
め代議士に積極的な対応を求めたことを明らかにした。第 5 章は、岩越線が官設から私設へと転換して
成立する過程を検討している。議会が機能しない中、敷設速成を目指すために、県知事の日下義雄によ
る私設計画に運動が傾斜していき、地域の意志を示すことにより中央資本家の出資を導き出した点を明
-954-
らかにした。第 6 章は、岩越線の東起点の獲得競争について分析している。起点は最終的には郡山にな
るが、それまでに近隣の町場との激しい競争が存在したこと、敷設経路に大きな影響力を持つ鉄道庁に
対して、郡山の地域有力者が働きかけを行ったことを明らかにした。
終章は本論文の成果をまとめ、地域振興の観点から地域有力者の行動と官民関係を総括している。
当該領域の研究は自由民権運動を中心に蓄積されてきた。本論文は郡山地域における有力者の活動を
詳細に分析することにより、彼らが拠点性を確保して地域の発展を図るために、民権運動とは異なり、
地方行政機構と相互協力の関係を構築しようとして、多様に活動したことを明らかにした。さらに初期
議会期においても、政党だけでなく引き続き地方行政機構を活用して地域振興運動を展開したことも解
明した。本論文が提示した新たな地域有力者像は、斯学の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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